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このたよりは，野田小学校，上吉影小学校，下吉影小学校による統
合小学校開校に向けた準備の情報をお届けするものです。今号では，
第６回統合準備委員会の様子をお知らせします。  

 

          
３月２７日（火）に第６回統合準備委員会

を開催しました。今回の委員会では，以下の

ことについて，協議を行いました。   
  
 
 
 
 
 
  
 

 
 

 前回の統合準備委員会において，小川北中既存校舎の北側案と南側案の

２つに絞り込んだ配置案（新しい校舎をどの位置に建てるか）について，

４つのグループで協議を行いました。  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

野田・上吉影・下吉影小  

統合準備委員会だより 
【第５号】  

第６回統合準備委員会を開催  

配置案について 

【  議  事  内  容  】 

（１）配置案について  

○配置案  

既 存 校 舎  

既 存  

体 育 館  

遊 具 ｿﾞｰﾝ  

【Ａ -１案】 
北側配置  

ｸ ﾞ ﾗ ｳ ﾝ ﾄ ﾞ  

約 2 5 , 8 0 0 ㎡  

駐 車 場  
ﾊ ﾞ ｽ  

ﾛ ｰ ﾀ ﾘ ｰ  

県 道  紅 葉 石 岡 線  
車 用 出 入 口  

 

ｸ ﾞ ﾗ ｳ ﾝ ﾄ ﾞ  
入 口  

【Ｃ -１案】 
南側配置  

県 道  紅 葉 石 岡 線  

梶

無

川 

駐 車 場  

既 存 校 舎  

ﾊ ﾞ ｽ  
ﾛ ｰ ﾀ ﾘ ｰ  

既 存  

体 育 館  

車 用 出 入 口  
正 門  

ｸ ﾞ ﾗ ｳ ﾝ ﾄ ﾞ  
入 口  

ｸ ﾞ ﾗ ｳ ﾝ ﾄ ﾞ  

約 2 1 , 0 0 0 ㎡  

梶

無

川 

現 小 川 北 中

敷 地  

新 校 舎  

既 存 校 舎  

既 存 体 育 館  

駐 輪 場  

 
多 目 的  
ホ ー ル  新 校 舎  

正 門  

遊 具 ｿﾞｰﾝ  

多 目 的  
ホ ー ル  

新 校 舎  
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配置計画に関する統合準備委員会の方向性  
 

 全てのグループでＡ－１案が良いとの結果から，配置計画を既存校舎北側

増築案とし，以降の計画（平面計画等）を進めていく。  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

発行：野田・上吉 影・下吉 影小学校 統合準備 委員会   

（事務局 ）小美玉 市教育 委 員会   

施設整備 課  学校 づくり 推 進係  

〒 311-3492 小美 玉市小 川 4-11 

 電話   0299-48-1111（ 内線 2212・ 2216・ 2217）  

Eメール  shisetsu@city.omitama.lg.jp 

 

※ 会 議 の 議 事 録 等 は ， 市 ﾎｰﾑﾍ ﾟ ｰ ｼ ﾞで 公 開 し て い ま す 。  

 h t t p : / / c i t y . o m i t a m a . l g . j p / 0 0 2 5 / g e n r e 1 - 2 - 0 0 1 . h t m l  

 

次回の統 合準備委 員会は ， 来年度を 予定して い

ます。日 程が決ま り次第 ， 市ホーム ページで お知

らせしま す。  

○４つのグループにおける協議結果のまとめ  
  

１  Ａ案は，グラウンドの広さが確保される。駐車場の台数が減ることはどうなのか
ということがあったが，グラウンド側の出入口から，グラウンドを駐車場として
使えるということであれば，それほど大きなイベントでない限りは大丈夫という
ことであった。  

 
２  現地視察をした委員から，実際に見ると，北側の方がすっきりしており，校庭を

小さくせず，見通しが良いといった印象があるということであった。駐車場スペ
ースに関しては，体育祭や文化祭等の際にグラウンドを使用していたこと，また
グラウンド側に入口があるので，支障がないということであった。  

 
３  駐車場に関しては，行事等の時に使うため，使用頻度は少ない。小中一貫となり，

小中学生が使用するので，グラウンドは広い方が良いのではないかということだ
った。  

 
４  Ｃ案の場合，グラウンドの広さがかなり制限されてしまう。  

○配置案の前提条件            ○比較表  
  

 ・現小川北中学校敷地内に新校舎を増築  

 ・具体的な平面計画は ,配置計画決定後に検討  

 ・既存校舎に連絡できる位置に新校舎を配置  

 ・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ及び運動倉庫等は ,再検討を行う  

 ・ｽｸｰﾙﾊﾞｽのｱﾌﾟﾛｰﾁは ,県道紅葉石岡線を想定  

 ・遊具ｿﾞｰﾝを日当たりの良い校舎南側に配置  

 

比較項目 Aー１案 Ｃー１案

配置計画概要
 新校舎を既存校舎の

 北側に配置

 新校舎を既存校舎の

 南側に配置

駐車台数 約100台 約130台

グラウンド面積
(遊具ゾーン含む)

約25,800㎡ 約21,000㎡

普通教室の配置 全て南向きに配置

○日影関係  

 前回の準備委員会において懸案事項となっていた「北側に位置することになる校舎

の日当たり」について，冬至（１年で影が１番長くなる日）における日影図（影の形

を図式化したもの）を用いて確認しました。  
 

Ａ－１案・Ｃ－１案共通（冬至基準）  

 １階教室：午前１０時過ぎから日が当たる  

 ２階教室：午前８時１０分過ぎから日が当たる  

※冬至以外の日（春分，秋分，夏至等）では，これよりも早い時間から日が当たるようになる 。 


